
小６ 算数「およその面積と体積」     組  番 氏名          

（１）下の図のおよその面積を求めましょう。 

①          式 

 

 

 

 

 

          答え        

②          式 

 

 

 

 

          答え        

（２）下の図のおよその体積を求めましょう。 

  ①         式 

 

 

 

 

 

          答え        

 

（３）右の図形の，およその面積を求めるために，図の中の３点

をもとに，直角三角形を作りました。面積が，もっとも近い

ものを下のア～ウから選びましょう。 

※縮尺は（１／50 万） 

   （長さをはかってみましょう。） 

   ア  １００００m２ 

 

   イ  １２５ｋm２ 

 

   ウ  ５００ｋm２ 

 

 

 

 

 

１００ｍ 
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【思・判・表】



小６ 算数「およその面積と体積」解答・解説  

（１）下の図のおよその面積を求めましょう。 

①         式 １００×１００＝１００００ 

 

 

 

 

 

         答え １００００ｍ２ または １ha   

  ②         式 ３×２÷２＝３ 

 

 

 

 

         答え ３ｃｍ２   

（２）下の図のおよその体積を求めましょう。 

  ①         式 （４×４×３.１４）×１０＝５０２.４ 

 

 

 

 

 

         答え ５０２.４ｃｍ３ 

 

（２）右の図形の，およその面積を求めるために，図の中の３点をもとに，直角三角形 

   を作りました。面積が，もっとも近いものを下のア～ウから選びましょう。 

   ※縮尺は（１／50 万）（長さをはかってみましょう。） 

【解答】 イ １２５ｋm２  

【解説】 

  ３点を，右の図のように，それぞれＡ，Ｂ，Ｃと

すると，図形の面積は，三角形ＡＢＣの面積とほぼ

同じになることが予想できます。直角三角形ＡＢＣ

は， 

ＢＣ＝５cm，ＡＣ＝２cm，  

 実際の長さは 

 ５×５０万＝２５０万（cm）→２５ｋｍ 

 ２×５０万＝１００万（cm）→１０ｋｍ 

 面積は ２５ｋｍ×１０ｋｍ÷２＝１２５ｋ㎡ 
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